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ライオンズクラブ国際協会 330-A地区 

 

「薬物乱用防止教育認定講師」規約 

 

目的：ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するために、

国際協会の基本的活動方針に従い、学校、施設、団体等をから要請された「薬

物乱用防止教室（以下「教室」」や「薬物乱用防止啓発活動（以下「啓発活動」」

の一層の普及と向上を図り、青少年や社会の健全育成に貢献する 

名称と資格：「薬物乱用防止教育講師養成講座（以下「養成講座」）」を受講し、「薬物

乱用防止教育講師認定証（以下「認定証」）」を取得したメンバーを「薬物乱用

防止教育講師（以下「講師」）」と称し、「教室」で講師を勤めることができる 

有効期限：「講師」の有効期限は 4月 1日から 3年後の 3月 31日までの 3年間とする 

更新：「講師」の有効期限の切れる前に開催される「養成講座」を受講することで更

新できる 

義務：「講師」は、「教室」や「啓発活動」を「薬物乱用防止活動報告書」と「年間薬

物乱用防止活動報告書」に活動報告内容を記載し提出しなければならない 

失効： 

1.ライオンズクラブを退会した時 

2.本規則の目的に反する行為を行った時 

3.有効期限を過ぎた時 

4.資格を失効「講師」は直ちに「認定証」を返却する 

 

付則：この規約は 2010年 4月 1日より実施する 
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ライオンズクラブ国際協会 330A-地区 

 

「薬物乱用防止教育ゴールド認定講師」規約 

 

目的：ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するために、

国際協会の基本的活動方針に従い、学校、施設、団体等をから要請された「薬

物乱用防止教室（以下「教室」」や「薬物乱用防止啓発活動（以下「啓発活動」」

の一層の普及と向上を図り、青少年や社会の健全育成に貢献する 

      また、スキルアップを図り、「薬物乱用防止教育認定講師（以下「講師」）」を

指導し、模範になるよう勤める 

名称と資格：「講師」として 3 年以上の経験を持ち、かつ、年に 3 回以上の「教室」

の「講師」を勤め、「薬物乱用防止活動報告書」と「年間薬物乱用防止活動報

告書」を提出し認定を受けたメンバーは、「薬物乱用防止教育講師養成講座（以

下「養成講座」）」を受講し、「薬物乱用防止教育ゴールド講師認定証（以下「ゴ

ールド認定証」）」を取得したメンバーを「薬物乱用防止教育ゴールド講師（以

下「ゴールド講師」）」と称し、「教室」の「講師」を勤めることができる 

有効期限：「講師」の有効期限は 4月 1日から 3年後の 3月 31日までの 5年間とする 

更新：「講師」の有効期限の切れる前に開催される「養成講座」を受講することで更

新できる 

義務：「ゴールド講師」は、年 3回以上の「講師」を勤め、「薬物乱用防止活動報告書」

と「年間薬物乱用防止活動報告書」に活動報告内容を記載し提出しなければな

らない       

失効： 

1.ライオンズクラブを退会した時 

2.本規則の目的に反する行為を行った時 

3.有効期限を過ぎた時 

4.資格を失効「講師」は直ちに「ゴールド認定証」を返却する 

 

付則：この規約は 2010年 4月 1日より実施する 
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ライオンズクラブ国際協会 330-A地区 

 

「薬物乱用防止教育ゴールド認定講師連絡会」規約 

 

目的：ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するために、

国際協会の基本的活動方針に従い、「薬物乱用防止委員会（以下「委員会」）」、

「薬物乱用防止教育認定講師（以下「講師」）」、「薬物乱用防止教育ゴールド認

定講師（以下「ゴールド講師」）」、「薬物乱用防止教育講師養成講座（以下「養

成講座」」を支援し「薬物乱用防止教室（以下「教室」）」が円滑に進む様応援

すると共に、「薬物乱用防止啓発活動（以下「啓発活動」」の一層の普及と向上

を図り、青少年や社会の健全育成に貢献する。 

名称：「薬物乱用防止教育ゴールド認定講師連絡会（以下「連絡会」）」と称し、本部

を 330-A地区キャビネット内に置く 

委員：14各リジョンの「ゴールド講師」より 1名の「委員」を選出する。ただし、リ

ジョンに「ゴールド講師」が存在しない時は「講師」より選出する。 

また、「財団法人 麻薬・覚せい剤乱用センター（以下「麻覚センター」より 1

名、330-Aキャビネット「委員会」より選出された 3名、計 18名より構成され

る。 

役員：「委員」より会長 1 名を選出し、副会長 3 名を選出する。なお、副会長の 1 名

には「委員会」の「委員長」を置く。 

役務：「養成講座」の開催、「薬物乱用防止教育講師認定証（以下「認定証」）」、「薬物

乱用防止教育ゴールド講師認定証（以下「ゴールド認定証」）」の発行、「薬物

乱用防止教育講習会のシステム化」の構築、「薬物乱用防止啓発資材」の検証、

「薬物乱用防止教育講師データー」の管理等を運営、支援、管理する。 

学校、施設、団体等から「教室」の依頼があった時は、該当するリジョンの委

員にリジョン内の「講師」に開催を要請し「講師」を依頼する。 

任期：毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までの 1 年とする。ただし再任はさまたげな

いが、会長および副会長は 2年以上勤めてはならない。 

議事：「連絡会」の委員会は議長が招集し、本会の事務、実施に関する基本計画を協

議する。また、議長は会長が行う。議長は書記を委員の中より 1 名任命する。

「連絡会」は年 1 回 3 月の第 1 週に総会を開かなければならない。「連絡会」

は 2ヶ月に 1回以上開催するよう努める。総会において「委員」および「役員」

を選出する。 

      議事はロバート議事録と「ライオンズ必携」に基づいて運営する。 
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役職名 青少年育成委員会委員長 

第 ４ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件  

Ｌ 名 Ｌ 瀧 澤 賢 司  
 

案件 １、ＹＥ・レオ育成担当委員の任期延長のお願い 

（説明） 

例年の事ではございますが、以下の理由により、青少年育成委員会のＹＥ・レオ育成担 

当委員長、副委員長、委員の任期を９月まで延長して頂きたく、お願い申し上げます。 

 

 ＹＥプログラムは、国際協会の大綱にしたがって、世界各地区が毎年 9 月以降翌年 8 月 

 にかけて青少年の国際交換派遣を行っております。 

 今期、330－Ａ地区においても７月から８月までの間に夏期の来日生の受入れ、および 

 派遣生の送り出しが予定されており、当委員会ＹＥ担当において計画・準備実施を担当 

 してまいりましたので、作業の円滑な継続のため、次期ＹＥ委員会にもご協力を頂きな 

 がら、協力してプログラムを完遂致したいと思います。 

 この為、ＹＥ・レオ育成担当委員の任期延長をお願い申し上げます。 

 

 概要 

1. 海外ＹＥ生計７名来日（７月初旬～８月中旬） 

1. 日本 YE 生計１１名派遣（７月下旬～８月下旬） 

1. ＹＥ派遣生帰国報告会開催（９月） 

1. YE レポート作成（９月） 
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案件 ２、ＹＥ協賛金の２０１０年９月末までの予算計上承認のお願い 

（説明） 

案件１で説明いたしましたように本プログラムは運営上活動が次期（2010年7月1日～） 

に亘るため９月末までの下記費用の支出（予算）の承認をお願いするものであります。 

 

1. 派遣生壮行会費用             ￥１００，０００ 

1. 来日生サマーキャンプ費用         ￥８５０，０００ 

1. 派遣生帰国報告会費用           ￥１００，０００ 

1. ＹＥレポート作成費用           ￥３００，０００ 

1. その他諸雑費                ￥５０，０００ 

 

        合計           ￥１，４００，０００ 

  

尚、ＹＥレポートにつきましては地区ニュースに掲載いたしたく準備を進めて参ります。 
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